
7 平成27年9月定例会　はえばる議会だより191号

賛
否
・
討
論

反
対
討
論
　
大
城
毅

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
反
対
の
た
め
手
数
料
条
例
の

改
正
に
も
反
対
で
あ
る
。

１　

国
民
が
望
ん
で
導
入
さ
れ
た
制
度
で
は
な
い
。

２　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
、
な
り
す
ま
し
な
ど　

の
犯
罪
を
常
態
化
す
る
危
険
が
あ
る
。

３　

行
政
に
は
徴
税
強
化
や
社
会
保
障
給
付
削
減

の
手
段
と
な
る
。
国
民
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
政

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
シ

ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
負
担
や
通
知
カ
ー
ド
、
個
人

番
号
の
保
管
義
務
が
負
わ
さ
れ
る
。

４　

今
後
、
医
療
情
報
や
銀
行
口
座
な
ど
の
情
報

も
管
理
さ
れ
か
ね
な
い
。
国
民
の
嫌
悪
感
、
疑

念
は
晴
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

※
平
成
27
年
度
南
風
原
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
５
号
）

も
同
様
の
反
対
討
論
の
た
め
省
略
し
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
を
知
ら
せ

る
紙
製
の
カ
ー
ド
で

す
。
住
民
登
録
し
て
い

る
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

顔
写
真
は
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。　

再
発
行
…
５
０
０
円

個
人
番
号
カ
ー
ド

　

チ
ッ
プ
付
カ
ー
ド
で

顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
ｅ　

Ｔ
ａ
ｘ

等
の
申
請
等
が
行
え
る
電

子
証
明
書
も
標
準
搭
載
さ

れ
ま
す
。

再
発
行
…
８
０
０
円

○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド･

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
を
定
め
ま
し
た
。

賛否分かれる
賛否が分かれた議案と討論があった議案についてお知らせします。

また、すべての議案の賛否は町議会のホームページで公開しています。

議　案

採
決
の
結
果

知
念
富
信

新
垣
由
雄

大

城

勝

大
宜
見
洋
文

照
屋
仁
士

赤
嶺
奈
津
江

浦
崎
み
ゆ
き

花
城
清
文

赤
嶺
雅
和

大

城

毅

宮
城
寛
諄

上
原
喜
代
子

玉

城

勇

金
城
好
春

大
城
真
孝

宮
城
清
政

南風原町手数料徴収条例の
一部を改正する条例

可 

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ —

平成 27 年度南風原町一般会
計補正予算（第５号）

可 

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ —

平成26年度南風原町一般会計
歳入歳出決算認定について

可 

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）０
５
７
０
―
２
０
―
０
１
７
８


